
２０２４年度 鉄道総研技術フォーラム

運転士の覚醒レベルを顔画像から推定し、警報音を提示して覚醒

レベル低下防止を支援します。眠気が弱いレベルから強いレベル

まで、警報の提示タイミングを自由に設定可能です。

研究の背景と目的

研究成果

運転士の勤務は不規則・不定形の交替制勤務であり、深夜早朝帯やお昼過ぎなどの

眠気が発生しやすい時間帯や比較的単調な区間での運転時には、注意が必要です。

自動車を対象とした、顔画像解析による居眠り検知装置は既に実用化されています

が、鉄道は自動車と比較して運転士の挙動範囲が広く、カメラから運転士までの距

離も長いため、そのまま適用すると、誤検出となったり精度が下がることがあります。

ディープラーニングによって顔画像のみから、鉄道運転士の覚醒レベルを6段階で

推定できます。

覚醒レベルの推定精度は、マスク

着用時で80.1％、非着用時で

87.0％です。

覚醒レベル低下時に提示する、機

能性（目が覚める）、知覚性（走行

音下でも聞き取りやすい）、識別性

（他の音と取り違えない）の評価が

高い警報音を開発しました。

人間科学研究部（人間工学）、情報通信技術研究部（画像解析）

得られた仕様を元に、事業者での試用・メーカー等による実機制作が可能です。

受託として運転区所ごとのカスタマイズモデルが作成可能です。

今後の展開

運転士の覚醒レベル低下防止
支援システム

システムの概念図と特長

装置の使いやすさ、警報の効果に

ついて運転士から高い評価を得ま

した。
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運転室内の夜間の低照度、日中の高照度、トンネルなどの急激な照度変化に
も対応し、顔画像が継続的に安定して取得できます。

単体では警告感のある警報音も、
走行音下では聞き取れなくなった
り、覚醒効果が薄れてしまうことが
あります。

本研究では、走行音下で知覚性・識
別性・機能性の高い警報音を開発し、
その効果を多面的（心理量、生理量、
パフォーマンス量、エキスパートに
よる顔表情評定）に検証しました。

運転室の多様な光環境に対応

マスク着用にも対応 眠気を6段階で推定可能

走行音下でも覚醒効果のある警報音

マスク有無正解率
95.6%

マスク有無正解率
95.6%

カメラ

赤外線照明

警報を提示する段階や、眠気度に
応じた警報の強さなども選べます。

評定値

１：全く眠くなさそう

２：やや眠そう

３：眠そう

４：かなり眠そう

５：非常に眠そう

６：寝ている
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定位反応
警報音に注意が向くことで

一時的に心拍数が
減少する

パフォーマンス量心理量
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